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＜児童虐待防止 24 時間ホットライン＞ 
中央こども家庭センター 078-921-9119

西宮こども家庭センター 0798-74-9119

川西こども家庭センター 072-759-7799

姫路こども家庭センター 079-294-9119

豊岡こども家庭センター 0796-22-9119

神戸市こども家庭センター 

（夜間休日相談） 

078-382-2525

078-382-1900

 

県は、見守りが必要 

           な親子の相談等に 24 

時          間体制で対応する児童

家庭支援センターを宝 

塚市内に新たに設置し、

その開所式が 5 月 27 

日に行われました。 

児童家庭支援センターは、児童養護施設に付設

され、相談員や心理療法を担当する職員が子育て

の相談を受けるほか、家庭や地域とこども家庭セ

ンターをつなぐ役割を果たします。 

センターの新設により、 

県内の児童家庭支援センタ 

ーは８ヶ所となりました。 

 子どもや子育て家庭の問 

題についてお悩みの方は、 

ぜひ 寄りの右記センター 

まで。 

地 域 施 設 名 附置施設 電話番号

阪神北 子そだてｻﾎﾟ
ｰﾄひかり  

御殿山 
ひかりの家

(0797) 
81-2775 

阪神南 キャンディ 子供の家 (06) 
6491-1811

東播磨 虹の丘 立正学園 (079) 
438-2725 

中播磨 すみれ ｱﾒﾆﾃｨﾎｰﾑ 
広畑学園 

(079) 
238-3553 

西播磨 すずらん ｱﾒﾆﾃｨﾎｰﾑ 
光都学園 

(0791) 
58-1144 

但 馬 
 

リボン 
 

若草寮 (079) 
676-5035 

少年の町子
ども家庭支
援ｾﾝﾀｰ   

神戸少年の
町 

(078) 
751-0123 

神 戸 
( 所 管
は神戸
市) 神戸真生塾

子ども家庭
支援ｾﾝﾀｰ  

神戸真生塾 (078) 
341-6493 

  (問) 県児童課 078-362-3198

県内にある児童家庭支援センター 

県内こども家庭センター(県 5、神戸市 1)

への児童虐待相談件数は、平成 22 年度

2,298 件（前年度比 47.6％増）と過去

多となりました。一時保護件数は微増とな

っています。 

県所管分の内訳をみると、近隣・知人か

らの相談が、昨年度の 2.4 倍となっており、

早い段階での近隣等からの通報・相談が増

加しています。 

県では、こども家庭センターの環境整

備・体制強化や、児童養護施設に付設した

児童家庭支援センターの増設など児童虐待

防止対策の強化に取り組んでいます。児童

虐待の連絡や相談は、24 時間電話で受け付

けています。（右記） 

 (問) 県児童課 078-362-3182

近隣･知人からの通報･相談が 2.4 倍に増加 
児童虐待相談・一時保護件数の推移
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また 5/13 には、ニュー・オペラシアタ

ー神戸と県の協定締結式が行われ、萩原良

子理事長と清原県理事兼少子対策本部事務

局長が協定書を交換しました。 

萩原理事長からは、「これまで以上に、子

どもたちの豊かな心を育む活動に力を注ぎ

たい」と芸術分野からの支援に一層取り組

むことを表明されました。 

 (問) 県少子対策課 078-362-4184

 

県と協働して、仕事と子育ての両立支援

や子育て家庭への支援を進める「子育て応

援協定」を結ぶ団体が増えています。 

5/24 には、県婦人手工芸協会と県の協

定締結式が開催され、正井公子会長と金澤

副知事が協定書を交換しました。 

正井会長は「子どもたちに手づくり工芸

の素晴らしさ、楽しさを伝える体験講座を

積極的に開催していきたい」と、子育て支

援の一層の充実を表明されました。 

金澤副知事からは「伝統に培われた手工

芸技術の伝承を通 

じ、子どもたちの 

豊かな心を育む、 

地域に根ざした新 

たな活動の展開に 

期待している」と 

エールが送られま 

した。 

 (問) 県立こどもの館 079-267-1153

こどもの日の５月５日、県立こどもの館で、 

「多世代で体験活動～あそぶ・つくる・かんじ 

る～」をテーマに「こどもフェスティバル」が 

開催され、約６千人の親子連れで賑わいました。 

当日は、清原理事からの挨拶や小学生による 

吹奏楽演奏、こどもミュージカル、和太鼓演奏 

の後、地域団体、ボランティア等が工夫をこらした様々な工作ブースや、

5,000 個の積み木遊びなど多彩な催しが行われ、家族みんなで楽しい初 

夏の一日を過ごしました。 

また、こどもの館に常設の『伝承あそびの

ひろば』にもたくさんの家族連れが訪れ、昔

遊びを楽しみました。 

畳が敷かれた居心地のよい空間では、すご

ろくやカルタ、将棋などを楽しむ明るい親子

の笑顔がいつもあふれています。 

他にも、ままごとセットや紙の着せ替え人

形、木や竹の玩具 

等があり、どれで 

も自由に遊ぶこと 

ができます。 

みなさんも、ぜ 

ひ遊びに来てくだ 

さい。 

 (問) 県児童課 078-362-3198

5 月 14 日、県内の児童養護施設や乳児院

の子どもたち 1,200 人が県立明石公園に集

う同行事が開催されました。 

清原理事からのあいさつの後、子どもたち

によるダンスや各施設対抗の大縄跳び競争

などの催しや、施設職員による牛乳パックを

使ったモニュメントの発表などが行われ、子

どもたちは五月晴れの一日を思い思いに楽

しみました。
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日時 テーマ 対象 内 容 申込 

6/11
(土) 
13:30
～
14:00

＜ お や こ
解説会＞ 
ｶﾝﾃﾞｨﾝｽｷｰ
と 青 騎 士
展関連 

小学生以
下  
＋保護者 
(100 名) 

展覧会の見
所を学芸員
がわかりや
すく紹介 

申込 
不要 

6/18
(土) 
13:30
～
15:30

＜ こ ど も
の イ ベ ン
ト(鑑賞)＞
コ レ ク シ
ョン展、美
術 館 探 検
ツアー 

小中学生 
＋保護者 
(30 名) 

美術館の作
品をスタッ
フと一緒に
見たり、日
頃入れない
美術館の舞
台裏を探検

6/4 
(土) 
10:０0
～ 
電話 
受付 
( 先 着
順) 

家庭や地域等での絵本の読み聞かせを一

層進めるための養成講座が今年度も開講し

ました。 

第１回目となる５月１３日には、絵本作家

の永田萠先生から絵本の基本的知識や歴史

について講義があり、会場では、興味深くう

なずいたり、積極的に発言する受講生の姿が

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当講座を修了された方には、｢ひょうご絵

本の伝承師｣として､地域での絵本の読み聞

かせ活動の推進等でご活躍いただきます。

 姫路市の県立こどもの館で開催される第

４期講座（8/26～）は、近々募集予定です。

 (問) 県少子対策課 078-362-4185

また、小・中学生に美術と美術館に親しんで

もらう「こどもプログラム」も開催します。 

お問合せ・お申込は下記まで。 

(問) Heart Mam(ﾊｰﾄﾏﾏ) 
090-3948-3719 

 (問) 県少子対策課 078-362-4185

県では､身近なところで子育て家庭をきめ細

かくサポートするため､子育て家庭からの相談

にのり､子育て支援サービスの情報を提供する

子育て版ケアマネージャー｢まちかど子育て相

談員｣を新たに県内各地で養成します。 

同事業は、NPO 等に委託して実施します。

委託団体を募集中です。 

◆事業内容：まちかど子育て相談員養成講座の

企画・実施 

◆募集団体数：３団体（①神戸､②阪神､③姫路

の各地域１団体） 

◆応募期間：平成 23 年６月 13 日（月）まで

（資料提出は持参に限る。郵送不可）

◆応募資格：県内に主たる事務所を有し活動し

ている NPO 団体等 

◆委 託 料：上限８０万円 

子育て中の皆さん、一時保育サービスを利用

して、ゆっくり美術鑑賞しませんか？ 

県立美術館では、保育スペースを用意し、子

育て支援団体による一時保育サービスを始めま

した。お子さんには、アートな絵本もご用意し

ています。 
 

【次回の預かり実施日】 

6 月 ７日(火) 

15 日(水) 

(問)県立美術館 078-262-0908 

 

県では、地域全体での子育て支援を活性化す

るため、地域の身近な場所を活用して、子育て

支援情報の収集・発信、交流・ネットワークの

拠点となる「子育て情報楽座」を新たに県内各

地で開設します。 

同事業は、NPO 等に委託して実施します。

委託団体を募集します。 

◆募集団体数：６団体（①神戸･淡路､②阪神南､

③阪神北､④東播磨､⑤北播磨･但馬･

丹波､⑥中･西播磨の各地域 1 団体）

◆応募期間：平成 23 年６月 13 日（月）まで

（資料は持参に限る。郵送不可）

◆応募資格：県内に主たる事務所を有し活動し

ている NPO 団体等で、事業委託

後に「子育て情報楽座」を開設す

ること。 

◆委 託 料：上限 50 万円 

 (問) 県少子対策課 078-362-4185
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参加者募集 

「まちの寺子屋師範塾」の受講生を募集します！ 
県内各地で子育て支援を行

うボランティアの裾野を広げ

るため、大学でさまざまな子育

て支援について学ぶ「まちの寺

子屋師範塾」。 

5 月下旬から 12 月中旬にか

けて、県内大学･短期大学で多

様なテーマの講座を開催しま

す。講座修了者には、知事名に

よる「まちの寺子屋師範塾修了

証」をお渡しします。ぜひご参

加ください。 

6 月に申し込み可能な講座

関西福祉大学 

子育て環境を考える 

-子どもが健やかに育つ「場」とは- 

講師 岩本真佐子 教授 

「里親支援の展開 ～
子どもの健全育成を願
って～」  

など 全４回 

兵庫大学 

みんなで行う子育て・子育ち

講師 川上あずさ 准教授

「子どもの危険防止と
事故の対処方法」 

など 全４回 

 (問) 県少子対策課 
078-362-4185 

◆開催日：7/16(土) 8/19(金) 
9/23(金) 10/29(土) 

◆募集期間：6/1(水)～7/11(月) 

◆問合せ・申込：0791-46-2735 
◆募集人員：50 名（先着順） 

◆開催日：9/3(土)  9/17(土)  
10/1(土)  10/15(土)

◆募集期間：6/1(水)～7/30(土)

◆問合せ・申込：079-427-9551 
◆募集人員：40 名（先着順） 

兵庫県立大学(地域ケア開発研究所)

子育てのあれこれ 

講師 山本あい子 所長 

「私の子育て自慢」 

（参加者による子育て
成功例） 

など 全３回 
◆開催日：6/18(土) 7/9(土) 

7/30(土) 

◆募集期間：5/10(月)～ 

◆問合せ・申込：078-925-9607 
◆募集人員：30 名（先着順） 

※編集部からのお知らせ 
｢ひょうご子ども未来通信｣は､市町､企業､商工会議所･商工会､青年会議所､地域団体･

NPO、県関係機関などや希望者に電子メールにより配信しています。新たに配信を希

望される方は､下記アドレスに｢ひょうご子ども未来通信･配信希望｣と送信ください。 

兵庫県少子対策本部(健康福祉部こども局少子対策課)： 
shoshitaisaku@pref.hyogo.lg.jp 

ひょうご子育て応援メールも 
好評配信中です！ 

子育てに役立つ身近な情報を月 3～4
回配信しています。 
regist@magazine.hyogo- 
kosodate.jp(QR コードか 
らも読取可)に空メールを 
送付し登録してください。

県立男女共同参画センターでは、絵本作
家の永田萠さんのセレクトを中心に、様々
なジャンルの絵本をそろえた「ひょうご未
来文庫」を開設しました。マットの上で子
どもと一緒に絵本を広げながら、ほのぼの
としたひと時を過ごしてみませんか。 

「保育付きライブラリー」や「紙芝居・
絵本の読み聞かせひろば」も毎月開催して
いますので、お気軽にご利用ください。 

 
利用時間：月～金曜９時～19 時 

土曜９時～ 

17 時 

（祝日、年末年始除く） 

貸出可能冊数 

：ひとり３冊、 

２週間まで可 

再就職を目指す子育て中のママやプレママなどを対象としたソーシャル・ネットワーキング・サービ

ス、「ママハタ・コミュニティ」では、就職支援に関する講座やイベント、仕事に関する情報発信をはじ

め、掲示板を通してリアルタイムな情報を共有したり、友だちや仲間づくりもできます。 

子育てに関する悩みや質問など先輩ママや後輩ママと情報交換してみませんか。 

http://mamahata.net/community (管理運営：NPO 法人ママの働き方応援隊) 

 (問) 県立男女共同参画センター 078-360-8550

に

 県立男女共同参画センターでは、働いているママ

やこれから働きたいママを応援するため、女性のた

めの就業支援がスタートしました。新たに女性就業

支援員が就職情報の提供や、きめ細かなアドバイス

など、お一人おひとりにあったサポートを行いま

す。また、２台の専用パソコンから求人情報を検

索・閲覧できるほか、次のサポートが受けられます。

 

６月１日から女性就業支援員を配置し、求人
情報を検索できる専用パソコンを設置します

１ キャリアコンサルタントによる個別相談 
２ 再就職セミナーやパソコン講座 
３ 保育付きライブラリーの利用 
４ 男女共同参画に関する情報提供 
５ 就職後のフォローやステップアップ相談 
６ なやみの相談など各種女性相談 
７ コミュニティサイトによる同じ思いの仲間づくり 


